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「イラク自衛隊即時撤退」を求める緊急申し入れ書 
 
私たちは、聖書の信仰に従って平和を愛し守る者として、又、日本国憲法の平和主義

を守る者として「イラク自衛隊派遣」に反対し、繰り返し「即時撤退」を求めているも

のです。今この時、イラクにおいて、「武装グループ」により一人の日本人男性が拉致さ

れ、自衛隊がイラクから撤退しなければ、４８時間以内に男性を処刑するとの声明が出

され、時間が迫っています。私たちは、人の命を盾に、むげに命を脅かす犯行に対して

憤りを感じつつも、この男性の命の救出を切に願い、強く訴えるものです。 
日本政府が、一人の命の重さ尊さ、又、その家族の不安、悲しみをどうか真摯に受け

止め、イラクからの自衛隊即時撤退に対して勇気ある決断をし、また、この男性救出の

ためにあらゆる手段を尽くすよう、ここに強く要請します。 


